
甲
府
盆
地
東
部
の
戦
後
に
む
け
る
果
樹
園
地
帯
の
変
貌山

邦

彦

田

甲府盆地東部の戦後における果樹園地帯の変貌

一
、
は

め

じ

甲
府
盆
地
は
断
層
崖
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
、
山
麓
部
に
は
崖
錐
、
扇
状
地
が
あ
り
、
中
央
部
に
は
釜
無
、
笛
吹
、
そ
の
他
の
河
川
の
沖
積

低
地
が
発
達
し
て
い
る
①
O

気
温
は
夏
は
特
に
暑
く
、
夜
間
は
冷
え
、
温
度
較
差
は
二
了
一
度
C
(全
年
で
甲
府
観
測
)
で
あ
る
o

降

水
量
は
二
一

0
0ミ
リ
メ
ー
ト
ル
内
外
で
典
型
的
な
内
陸
性
気
候
を
示
し
て
い
る
@
o

盆
地
農
業
が
時
代
の
う
つ
り
か
わ
り
に
よ
っ
て
自
給
農
業
か
ら
商
業
農
業
へ
変
化
し
た
中
で
甲
府
盆
地
の
戦
後
に
お
け
る
果
樹
園
地
帯

の
土
地
利
用
の
変
化
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
特
に
昭
和
三
三
年
十
二
月
の
新
笹
子
ト
ン
ネ
ル
開
通
を
契
機
と
し
て
近
郊
農
業
地

帯
へ
と
転
換
し
つ
つ
あ
り
、
京
浜
地
区
と
直
結
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
③
O

」
れ
は
明
治
三
六
年
中
央
線
開
通
後
、
第
二
の
山
梨

県
に
お
け
る
交
通
革
命
と
も
い
う
べ
き
エ
ポ
ッ
ク
で
あ
る
@
o

本
論
で
は
戦
後
の
甲
府
盆
地
東
部
に
お
け
る
果
樹
園
地
帯
の
変
貌
は
交
通
の
発
達
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
の
か
、
以
上
の

169 

点
を
中
心
に
述
べ
て
み
た
い
。



170 

二
、
概
説
l
戦
前
の
ブ
ド
ウ
栽
培
地
帯
の
形
成
過
程
!

日
川
扇
状
地
の
八
代
郡
上
岩
崎
村
の
入
会
山
中
「
城
の
平
」
で

甲
府
盆
地
の
ブ
ド
ウ
栽
培
の
始
ま
り
は
一
一
八
六
年
(
文
治
二
年
)
、

そ
の
後
、
元
和
年
間
(
一
六
一
五

t
一
二
三

医

里
人
、
雨
宮
勘
解
由
に
よ
っ
て
普
通
の
野
生
種
と
は
違
っ
た
も
の
が
発
見
さ
れ
た
⑤
O

師
、
甲
斐
徳
本
が
上
岩
崎
で
棚
作
り
法
を
考
案
し
た
。
ブ
ド
ウ
が
商
品
生
産
と
し
て
発
展
し
た
の
は
江
戸
時
代
で
甲
州
街
道
を
馬
の
背
で

明治時代における勝沼から東京までの

ブドウ輸送費用

第 1:表

1 1=I1=1~:Qff:m::: "r/ Il:l:;. 1 明治 10年"'1
ブドウ縦年代i明治維新当時|中央線開通|中央線開通後

lf117円75銭約3円50銭約50銭

約25円 12"'13円 30円

6日 3日 5時間50分

資料一東山梨郡誌

一駄の代金

一駄の運賃

東京着値段

輸送日時

江
戸
の
問
屋
へ
出
荷
さ
れ
て
い
た
@
。

ま
た
当
時
の
栽
培
面
積
、
生
産
量
は
非
常
に
少
な
く
産
地
も

甲
州
と
大
阪
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
明
治
時
代
に
な
る
と
政
府
が
殖
産
興
業
に
の
り
だ
し
、
果
樹
栽

培
を
奨
励
し
た
の
で
各
地
に
新
興
産
地
が
で
き
た
。
山
梨
県
で
は
米
国
種
の
ブ
ド
ウ
が
明
治
八
年
、

甲
府
城
内
に
栽
培
さ
れ
た
⑦
O

こ
う
し
て
明
治
初
期
に
は
多
く
の
外
国
品
種
が
導
入
さ
れ
、
ブ
ド
ウ

酒
醸
造
も
フ
ラ
ン
ス
へ
留
学
さ
せ
て
研
究
し
た
。
ま
た
従
来
の
竹
棚
か
ら
雪
害
対
策
と
し
て
鉄
線
棚

が
考
案
さ
れ
た
。
中
央
線
が
明
治
三
六
年
六
月
甲
府
ま
で
開
通
し
た
。
こ
れ
を
一
転
期
と
し
て
勝
沼

町
で
は
ブ
ド
ウ
生
産
一
本
に
し
ぼ
り
組
合
制
度
に
よ
っ
て
新
し
い
農
業
へ
転
換
し
た
宅

開
通
当

初
、
勝
沼
駅
が
な
か
っ
た
た
め
(
大
正
二
年
勝
沼
駅
開
設
)
、
塩
山
、
初
鹿
野
駅
か
ら
出
荷
さ
れ
不

便
で
あ
っ
た
@
o

開
通
前
は
東
京
ま
で
三
日
を
要
し
た
が
、
開
通
後
は
約
六
時
間
に
短
縮
さ
れ
、
京

浜
市
場
と
直
結
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
⑬
O

ま
た
大
正
年
聞
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
好
景
気

と
マ
ユ
価
の
下
落
に
対
し
て
ブ
ド
ウ
の
栽
培
反
別
、
収
益
も
増
大
し
て
き
た
⑪
O

昭
和
初
期
の
経
済

恐
慌
に
よ
っ
て
農
家
は
大
打
撃
を
う
け
、
ブ
ド
ウ
出
荷
の
場
合
、
無
条
件
委
託
販
売
と
無
秩
序
の
白



白
出
荷
の
欠
陥
が
こ
の
不
況
に
い
っ
そ
う
輸
を
か
け
た
の
で
あ
る
⑫
O

ま
た
昭
和
九

l
十
一
年
に
か
け
て
大
暴
風
、
冷
雨
、
冷
凍
害
な
ど

が
発
生
し
て
大
打
撃
を
受
け
た
が
、
県
の
指
導
と
助
成
金
の
交
付
に
よ
っ
て
農
家
も
自
力
で
回
復
し
た
o

そ
の
後
、
勝
沼
ブ
ド
ウ
研
究
会

そ
の
結
果
、
昭
和
十
六
年
に
は
戦
前
の
最
高
を

を
作
っ
て
試
験
圃
を
設
置
し
て
研
究
し
、
各
農
家
へ
の
普
及
に
も
努
め
た
の
で
あ
る
⑬
O

よ
う
に
転
換
す
る
も
の
が
少
く
な
か
っ
た
。

示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
時
中
は
電
波
兵
器
に
酒
石
酸
の
必
要
か
ら
ブ
ド
ウ
果
実
の
大
部
分
を
強
制
的
に
酒
に
し
た
た
め
に
他
の
果
樹
の

甲府盆地東部の戦後における果樹園地帯の変貌

第2表

次|総面積|
1 (h丘)I 

昭和4年 i弘臼
20 ! 52，073

1 

25 44，7181 
33 45， 766i 

35 f 46，2511 
38 44，1521 

果樹振興基本計画
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年

三
、
東
部
果
樹
園
地
帯
戦
後
の
形
成
過
程

戦
後
の
食
糧
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
米
麦
が
中
心
で
あ
っ
た
。
果
樹
は
あ
ま
り
統
制
が
き
び
し
く

な
か
っ
た
た
め
に
、
収
穫
期
に
は
買
出
人
が
各
農
家
へ
殺
到
し
た
⑬
O

そ
し
て
昭
和
二
四
年
の
統

制
撤
廃
と
共
に
果
樹
ブ
l
ム
は
一
段
と
た
か
ま
り
、

し
か
も
農
地
改
革
に
よ
っ
て
自
作
農
が
増
大

し
た
た
め
に
果
樹
栽
培
が
急
増
し
た
。
上
層
農
家
を
中
心
と
し
て
戦
後
の
ヤ
ミ
景
一
気
に
よ
っ
て
得

た
資
金
で
ブ
ド
ウ
園
を
復
旧
さ
せ
、
や
が
て
全
農
家
へ
拡
大
し
て
い
っ
た
。
戦
時
中
、
畑
に
転
換

し
た
農
家
も
ブ
ド
ウ
棚
を
残
し
て
お
い
た
の
で
再
園
化
が
容
易
に
行
わ
れ
た
。
甲
府
盆
地
東
部
の

樹
園
化
は
拡
大
し
て
ゆ
き
、
昭
和
三

O
年
噴
ま
で
に
は
戦
前
を
う
わ
ま
わ
る
く
ら
い
の
ブ
ド
ウ
の

導
入
が
行
わ
れ
た
。
特
に
昭
和
二
八
年
以
降
、
養
蚕
が
不
振
に
な
り
、
急
増
し
た
。
こ
の
場
合
、

戦
時
中
、
普
通
畑
へ
転
換
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
、

し
だ
い
に
桑
園
、
水
田
に
及
ん
で
い

っ
た
⑬
。

こ
の
傾
向
の
強
か
っ
た
の
は
東
八
代
郡
を
中
心
と
し
た
養
蚕
地
帯
で
あ
る
⑬
O

」
れ
ら
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の
地
区
で
は
勝
沼
、
祝
地
区
と
の
競
合
を
さ
け

る
た
め
、
デ
ラ
ウ
エ
ア
を
中
心
に
ベ
リ

l
A
、

ネ
オ
マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
を
栽
培
し
た
。
果
樹
園

が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
消
毒
液
の
た
め
に
養
蚕

の
で
き
な
い
農
家
が
出
現
し
た
り
、
中
、
下
層

甲府盆地東部の土地利用

農
家
で
は
比
較
的
資
本
が
か
か
ら
ず
、
ま
た
収

穫
の
早
い
桃
を
導
入
し
た
。

以
上
の
過
程
を
た
ど
り
な
が
ら
戦
後
の
甲
府

盆
地
東
部
の
果
樹
栽
培
は
発
展
し
て
き
た
。
現

在
、
勝
沼
、
祝
を
中
心
と
し
た
東
部
扇
状
地
で

第 1図

は
ブ
ド
ウ
、
京
戸
、
大
石
、
金
川
の
複
合
扇
状

地
を
中
心
と
し
た
一
宮
、
御
坂
で
は
桃
が
栽
培

さ
れ
て
い
る
。

戦
後
の
果
樹
栽
培
の
特
色
と
し
て
果
樹
が
多

角
化
の
一
環
と
し
て
取
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
き
わ
め
て
零
細
な
栽
培
面
積
で
あ
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
、
特
に
家
族
労
働



甲府盆地東部の戦後における果樹園地帯の変貌

果樹栽培面積広狭別農家数

日，-竺国|山梨

l実数伺|比率(%)!実数円(比率問i

1却746! 20 I 24日!
1181991 17 I 31臼
263692: 39 7324 

88479， 13 2812 

60046 9 I 1980 

l叫 21MO2479; 0 I 32 

10821 0 I 10 

計 l肝58081 1∞l肌 5
1960年世界農林業センサス

力
を
中
心
に
多
量
の
労
働
力
と
多
額
の
肥
料
購
入
に
投
資
し
、
経
営
を
集
約

化
し
て
反
当
の
高
い
収
入
を
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
る
@
o

四
、
新
笹
子
ト
ン
ネ
ル
と
果
樹
農
業

山
梨
県
は
東
京
都
の
隣
接
県
に
か
か
わ
ら
ず
産
業
の
発
展
は
非
常
に
遅
れ

て
い
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
ま
わ
り
が
け
わ
し
い
山
で
固
ま
れ
て
お
り
、
大

消
費
地
を
近
く
に
ひ
か
え
て
い
な
が
ら
中
央
線
の
輸
送
力
、
道
路
の
整
備
な

ど
が
遅
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
o

そ
の
た
め
に
一
時
は
増
殖
も
停
滞
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
山
梨
県
は
昭
和
二
八
年
産
業
振
興
総
合
計
画
を
う
ち
た
て
、

京
浜
地
区
へ
の
最
短
路
線
で
あ
る
笹
子
峠
の
改
善
を
計
画
し
た
⑬
O

そ
し
て

3

8

1

6

1

1

o

o

 

-

-

T

i

A
守

1
1
1
i

100 

果
実
、
競
菜
な
ど
の
商
品
作
物
の
育
成
に
は
適
し
て
い
た
。
し
か
し
、
鉄
道
、
道
路
の
整
備
の
遅
れ
か
ら
市
場
へ
の
輸
送
を
困
難
に
し
て

県
は
農
業
の
開
発
を
重
点
目
標
と
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
甲
府
盆
地
は

)
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第3表

0.5反未満

0.5~1 反

1~3 反

3~5反

5~1 町

1~1. 5町

1. 5~2町

2町以上

農林省

い
た
。
山
梨
県
で
は
新
笹
子
ト
ン
、
不
ル
の
基
礎
調
査
を
昭
和
二
八
年
よ
り
は
じ
め
、
日
本
道
路
公
団
に
よ
っ
て
昭
和
三
三
年
十
二
月
七

メ斗
仁1

日
、
道
路
ト
ン
、
不
ル
(
一
ニ

O
O三
メ
ー
ト
ル
)
が
開
通
し
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
甲
府
か
ら
御
坂
峠
越
え
、
富
士
吉
田
経
由
で
約
七
時
間

|項

か
か
り
、

旧
笹
子
峠
越
え
で
約
四
時
間
半
か
か
っ
て
い
た
の
が
約
三
時
間
半
に
短
縮
さ
れ
た
。
そ
し
て
桃
の
出
荷
は
全
部
自
動
車
使
へ
移
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り
、
昭
和
三
五
年
六
月
、
勝
沼
駅
の
貨
物
取
扱
中
止
と
な
っ
た
た
め
に
ブ
ド
ウ
も
遠
距
離
を
除
い
て
す
べ
て
自
動
車
便
へ
移
行
し
、
甲
府

盆
地
の
農
業
は
京
浜
市
場
と
直
結
さ
れ
た
の
で
あ
る
@
o



る
o

中
央
線
の
貨
物
輸
送
量
の
増
加
は
少
な
く
、

新
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
っ
て
県
の
自
動
車
輸
送
が
発
展
し
た
。
自
動
車
輸
送
は
昭
和
三

O
年
以
降
、
全
国
的
に
急
増
し
て
い

174 

し
か
も
単
線
で
あ
る
た
め
限
界
に
達
し
て
い
る
o

そ
の
た
め
に
山
梨
県
で
も
道
路
開
発

に
よ
っ
て
白
動
車
輸
送
は
読
菜
な
ど
の
出
荷
に
機
動
性
と
機
敏
性
を
よ
り
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
o

ト
ン
ネ
ル
開
通
後
の

甲
府
盆
地
に
お
け
る
果
樹
栽
培
の
生
産
地
形
成
が
強
力
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
o

そ
し
て
個
々
の
自
由
出
荷
に
か
わ
っ
て

東
京
市
場
の
全
国
総
入
荷
量

大
量
取
引
の
有
利
性
を
う
み
だ
し
、
共
販
体
制
の
確
立
の
必
要
性
を
農
民
達
は
痛
感
し
た
。

読
菜
も
ト
ン
、
ネ
ル
開
道
後
は
県
下
各
地
に
近

江
ネ
オ
マ
ス
カ
;

回

甲

州

ロ

デ

ラ

ウ

エ

ア

口そ
の

キ
ャ
ン
ベ
ル
ス

t 
25，000 

5，回。

15，000 

10，0凶

20，000 

配

~" 
100 

山
梨
県
産
の
占
め
る
割
合

f也

第2図

東京市場における山梨県産ブドウの入荷状況の割合

36 37 38 39~f. 32 33 34 35 

郊
園
芸
栽
培
地
帯
が
増
え
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

に
よ
る
促
成
果
菜
、
山
間
地
の
抑
制
果
菜
が
栽

培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
で
あ
る
。
花
奔

も
甲
府
盆
地
で
は
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
き
た

が
輸
送
の
点
で
県
内
消
費
に
限
定
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
新
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
及
び

国
道
二

O
号
の
整
備
に
よ
っ
て
昭
和
三
三
年
以

降
は
貯
蔵
性
や
長
距
離
輸
送
に
耐
え
る
力
が
弱

い
た
め
果
実
以
上
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
つ

山
梨
県
産
の
果
実
、
読
菜
な
ど
の
生
産
販
売

数
量
、
が
新
笹
子
ト
ン
ネ
ル
開
通
後
は
流
通
関
係
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過去 1年間(%)増加した果樹園の転換前の地目第5表

その他

1.5 

5.8 

2.5 

0.9 

0.3 

0.7 

24.0 

10.8 

24.3 

27.8 
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山梨県:山梨県の農業(1964)

園桑1田

27.6 

16.9 

23.3 

18.7 

20.8 

24.5 

回

46.9 

66.5 

49.9 

52.6 

63.9 

52.4 

名

県計

甲府市

塩山市

山梨市

東山梨郡

東入代郡

域地

の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
京
浜
地
区
へ
は
昭
和
三
四
年
以

降
急
増
し
て
い
る
。
ま
た
山
梨
県
産
の
ブ
ド
ウ
の
六
五

%
は
青
果
市
場
へ
出
荷
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
七

六
%
が
京
浜
市
場
へ
む
け
ら
れ
て
い
る
が
、

ほ
と
ん
ど

新
笹
子
ト
ン
ネ
ル
を
経
由
し
て
い
る
、
昭
和
三
五
年
に

初
出
荷
し
た
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
の
種
な
し
ブ
ド
ウ
の
東

京
市
場
総
入
荷
量
の
九
O
%
は
山
梨
産
で
大
部
分
は
共

撰
に
よ
る
も
の
で
あ
る
@
o

桃
の
場
合
は
山
形
、
福
島
で
は
生
産
量
の
六
O
%
が

加
工
用
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
@
⑫
、
山
梨
県
産
で
は

八
O
%
も
市
場
出
荷
と
な
っ
て
い
る
。
桃
は
ブ
ド
ウ
よ

り
も
貯
蔵
性
に
乏
し
い
た
め
に
距
離
が
近
く
、
交
通
の

発
達
し
て
い
る
京
浜
地
区
へ
の
依
存
度
が
ブ
ド
ウ
以
上

に
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
東
京
市
場
で
は
岡
山
産

の
桃
は
昭
和
三
七
年
以
降
、

入
荷
量
が
な
く
な
り
、
現

在
で
は
東
京
近
郊
の
主
産
地
と
し
て
の
地
位
を
築
い
た

の
で
あ
る
@
e
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白川河原のブドウ畑

白く見えるのがピ.ニーノレハウスでジベ処理をした種なしブドウ

栽培である。この河原を吹く風が甲州ブドウの着色と味をよく

している。(19621最)

写真 1

交
通
条
件
の
改
善
は
果
実
の
生
産
地
と
市
場
の
距
離
を
短
縮
し
、
生
産
地
の
市
場
条
件

を
決
定
的
に
有
利
に
す
る
J

も
の
で
あ
る
が
、

一
方
に
お
い
て
は
生
産
者
た
ち
の
非
計
画
出

荷
を
も
可
能
に
し
て
長
期
的
に
み
た
場
合
、
市
場
条
件
が
か
え
っ
て
悪
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
は
生
産
地
に
お
け
る
果
実
共
同
販
売
組
織
の
整
備
が
必

要
で
あ
る
。
山
梨
県
で
は
昭
和
三
五
年
、
主
産
地
府
県
の
激
し
い
服
売
競
争
に
対
処
す
る

た
め
に
山
梨
県
果
実
脹
売
農
業
協
同
組
合
が
誕
生
し
た
o

こ
れ
に
よ
っ
て
販
売
、
宣
伝
、

生
産
指
導
事
業
は
二
万
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
@
o

五
、
東
部
果
樹
園
地
帯
の
現
況

東
部
果
樹
園
地
帯
の
勝
沼
で
は
ブ
ド
ウ
、

一
宮
、
御
坂
で
は
桃
、

ブ
ド
ウ
、
石
和
で
は

温
泉
開
発
と
ブ
ド
ウ
、
リ
ン
ゴ
が
中
心
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
o

新
笹
子
ト
ン
ネ
ル
開
通
と

国
道
二

O
号
の
改
良
後
の
各
地
域
の
農
業
経
営
の
状
態
を
な
が
め
て
み
た
。

付

勝

沼

勝
沼
町
の
全
耕
地
面
積
一

O
O八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
八
二
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
果
樹

園
、
そ
の
う
ち
の
七
一
%
が
ブ
ド
ウ
で
残
り
は
桃
で
あ
る
。
土
質
は
埴
土
が
大
部
分
で
あ

る
⑧
o

年
平
均
気
温
は
一
三
・
六
度
、

年
間
平
均
降
水
量
は

で
少
な
く
、
特
に
日
較
差
が
大
き
く
、

一
二
一
一

0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

「
笹
子
お
ろ
し
」
は
日
川
沿
い
に
夜
、
山
地
か
ら



盆
地
に
向
っ
て
吹
く
風
に
よ
っ
て
甲
州
ブ
ド
ウ
の
着
色
と
甘
味
が
増
す
の
で
あ
る
⑮
⑫
つ

勝
沼
駅
と
町
が
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
お
り
、
昭
和
三
五
年
の
貨
物
取
扱
中
止
以
後
は
不
便
に
な
っ
た
⑧
O

現
在
は
町
の
中
央
を

通
る
国
道
二

O
号
を
利
用
し
て
自
動
車
輸
送
が
行
わ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
通
行
量
の
増
加
に
と
も
な
い
国
道
の
狭
陸
を
感
じ
今
後
と
も

交
通
上
の
大
き
な
問
題
と
な
ろ
う
。

ブ
ド
ウ
は
全
町
に
作
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
三
九
年
の
調
査
に
よ
る
と
品
種
別
で
は
デ
ラ
ウ
エ
ア
三
九
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
甲
州
二
六
五
へ

ク
タ
l
ル
、
ネ
オ
マ
ス
カ
ッ
ト
四

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
⑫
O

地
域
別
に
み
る
と
、
先
進
地
帯
の
勝
沼
、
祝
で
は
甲
州
、
デ
ラ
が
多

甲府盆地東部の戦後における果樹園地帯の変貌

く
、
新
興
地
帯
の
東
雲
、
菱
山
で
は
デ
ラ
が
中
心
で
、
他
に
ネ
オ
マ
ス
、

ペ
リ
l
A
、
巨
峰
な
ど
の
比
較
的
新
し
い
品
種
は
町
全
域
に
わ

た
っ
て
い
る
が
、
醸
造
品
種
は
少
な
い
⑩
o

デ
ラ
に
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
③
を
し
た
種
な
し
ブ
ド
ウ
が
多
く
、
昭
和
三
九
年
に
は
五
五
%
が
処

理
さ
れ
、
町
、
農
協
、
農
家
が
一
体
と
な
っ
て
栽
培
技
術
及
び
品
質
向
上
を
は
か
つ
て
い
る
。
ま
た
昭
和
三
四
年
よ
り
祝
地
区
を
中
心
に

始
ま
っ
た
デ
ラ
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
に
よ
る
早
期
出
荷
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
昭
和
三
九
年
に
は
約
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
っ
た
。

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
ジ
ベ
処
理
す
る
た
め
収
穫
時
期
も
露
地
よ
り
一
ヶ
月
く
ら
い
早
く
六
月
下
句
1
七
月
下
匂
に
東
京
市
場
へ
出
荷
さ

れ
好
評
で
あ
る
@
o

最
初
に
デ
ラ
、
ネ
オ
マ
ス
な
ど
の
品
種
が
出
ま
わ
っ
て
お
り
、
消
費
者
が
あ
き
た
こ
ろ
甲
州
種
が
出
荷
さ
れ
、
リ
ン

ゴ
、
ヵ
キ
、
ミ
カ
ン
な
ど
と
競
合
し
、
年
々
販
売
が
不
利
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
甲
州
種
か
ら
デ
ラ
、
ネ
オ
マ
ス
な
ど
に
転

換
し
て
ゆ
く
も
の
が
多
い
。
ま
た
貿
易
の
自
由
化
に
よ
っ
て
輸
入
乾
ブ
ド
ウ
か
ら
簡
単
に
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
、
が
で
き
る
の
で
甲
州
種
の
ブ
ド

ウ
酒
原
料
へ
の
供
給
も
少
な
く
な
り
対
策
に
頭
を
痛
め
て
い
る
@
o

勝
沼
、
祝
地
区
の
各
農
家
で
は
昔
か
ら
京
浜
各
市
場
と
取
引
関
係
に
あ
る
の
で
共
撰
し
な
い
。
そ
れ
は
各
農
家
が
名
の
と
お
っ
た
商
品

177 

と
し
て
共
撰
ブ
ド
ウ
よ
り
有
利
に
取
引
で
き
る
た
め
で
あ
る
@
o

勝
沼
の
場
合
で
も
農
協
で
は
主
に
京
浜
市
場
を
指
定
し
て
い
る
が
各
出
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荷
組
合
毎
に
各
国
各
地
へ
出
荷
し
て
い
る
o

甲
州
ブ
ド
ウ
の
出
荷
方
法
は
各
自
が
指
定
の
枠
内
に
お
け
る
判
断
で
自
由
出
荷
八

O
%、
各

出
荷
組
合
で
指
定
さ
れ
た
中
で
共
撰
が
二

O
%で
あ
る
。
農
協
で
も
共
撰
の
方
向
へ
指
導
し
て
い
る
が
、
各
農
家
の
品
質
の
特
色
、

伝

統
、
生
産
者
相
互
の
対
人
関
係
が
複
雑
の
た
め
に
現
状
で
は
簡
単
に
ふ
み
き
れ
な
い
の
で
あ
る
o

し
か
し
、
デ
ラ
は
大
部
分
が
共
撰
に
よ

る
出
荷
で
あ
る
o

他
の
新
興
地
帯
に
比
べ
る
と
出
荷
体
制
の
足
な
み
が
そ
ろ
わ
ず
遅
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
共
同
化
の
遅
れ
て
い
る
勝

沼
で
も
共
同
防
除
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
勝
沼
町
東
部
の
二

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
全
町
の
三
一
分
の
一
に
あ
た
る
o

そ
の
結
果
、

人
件
費
、
薬
剤
の
節
約
、
手
聞
が
か
か
ら
ず
消
毒
回
数
も
増
加
し
て
完
全
に
な
り
、
現
在
で
は
個
人
の
噴
霧
器
購
入
が
減
少
し
、
個
人
色

の
強
か
っ
た
作
業
が
共
同
化
へ
と
変
化
し
て
き
た
。
従
来
は
勝
沼
、
祝
地
区
で
は
二

O
i
三

0
ア
ー
ル
で
専
業
が
現
在
は
五

0
ア
ー
ル
で

も
兼
業
化
へ
進
む
も
の
が
多
い
@
o

勝
沼
の
観
光
ブ
ド
ウ
は
観
賞
用
と
し
て
は
明
治
二
七
年
宮
光
園
が
開
設
さ
れ
た
が
、
当
時
は
近
在
か
ら
の
客
は
な
く
、
大
部
分
が
東

京
、
近
県
か
ら
の
有
名
人
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
引
続
い
て
二
、
三
の
観
光
園
が
開
園
し
た
@
o

戦
後
、
観
光
客
の
誘
致
に
力
を
入
れ
、

大
泊
費
地
京
浜
地
区
が
近
い
の
で
観
光
と
生
産
物
の
販
売
拡
張
に
成
果
を
お
さ
め
て
き
た
。
昭
和
二
九
年
頃
か
ら
観
光
ブ
ド
ウ
園
が
増
加

し
た
o

都
内
へ
大
規
模
の
宣
伝
に
の
り
だ
し
、
活
況
を
呈
し
て
き
た
。
農
家
の
庭
先
経
営
を
主
体
と
し
た
方
法
は
す
た
れ
て
い
っ
た
c

そ

の
後
、
昭
和
三
三
年
十
二
月
、
新
笹
子
ト
ン
ネ
ル
開
通
を
契
機
に
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
観
光
客
は
増
加
の
一
歩
を
た

ど
っ
た
。
観
光
客
の
足
を
と
め
さ
せ
る
た
め
に
従
来
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
観
賞
用
ブ
ド
ウ
園
の
中
で
自
由
に
取
ら
せ
て
販
売
す
る
「
露

地
ブ
ド
ウ
狩
」
を
町
、
が
中
心
に
な
っ
て
一
部
の
農
家
で
昭
和
三
六
年
か
ら
開
園
し
た
結
果
、
こ
れ
が
大
成
功
し
、
昭
和
三
九
年
に
は
二
ハ

O
園
に
な
っ
た
@
o
最
近
で
は
観
光
協
会
で
小
売
協
定
を
決
め
て
い
る
が
、
平
日
と
休
日
で
は
値
段
が
多
少
違
っ
て
い
る
o

ま
た
シ
ー
ズ
ン

中
の
ブ
ド
ウ
販
売
数
量
は
一
軒
で
最
低
二
ト
ン
か
ら
最
高
二
四
ト
ン
ま
で
大
き
な
聞
き
が
あ
る
o

観
光
客
に
対
す
る
接
待
の
労
力
は
自
家
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日

一
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日
二
一

¥

一

覧

鼠
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一

項
一
観
光
遊
ぶ
直
一

労
力
の
他
に
二

0
ア
ー
ル
以
上
の
所
で
平
均
八
・
六
人
(
平
日
)
、
二
三
・
六
人
(
休

日
)
仁
及
ん
で
い
る
@
o

各
ブ
ド
ウ
園
の
設
備
投
資
は
莫
大
な
も
の
で
国
道
沿
道
に
あ

る
ブ
ド
ウ
園
は
競
っ
て
デ
ラ
ッ
ク
ス
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
各
国
の
観
光
客
誘
致
合

戦
が
派
手
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
弊
害
も
生
じ
て
き
て
い
る
。
新
傾
向
と
し
て
五

l
六

戸
の
ブ
ド
ウ
栽
培
農
家
が
共
同
で
一
ケ
所
の
遊
覧
園
を
中
心
に
観
光
客
を
誘
致
し
成
功

し
て
い
る

O 

勝
沼
を
中
心
と
し
た
国
道
沿
道
で
は
駐
車
場
が
な
か
っ
た
が
、
最
近
は

ブ
ド
ウ
棚
を
高
く
し
て
観
光
パ
ス
が
入
れ
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
、
六
五
%
は
収
容
可
能

に
な
っ
た
。
ま
た
ブ
ド
ウ
出
荷
の
際
の
荷
い
た
み
を
防
止
す
る
意
味
か
ら
昭
和
三
八
年

よ
り
農
道
の
鋪
装
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

勝
沼
町
企
画
観
光
課
の
調
査
に
よ
る
と
、

① 

昭
和
四

O
年
は
昨
年
よ
り
観
光
客
は
増
加
し
て
い
る
が
、
不
況
の
た
め
消
費
額

の
の
び
は
少
な
い
。

② 

八
li九
月
は
自
家
用
車
が
多
い
が
、
十
月
に
は
富
士
五
湖
、
昇
仙
峡
を
コ

l
ス

に
組
ん
だ
観
光
パ
ス
が
多
い
。

共
同
経
営
に
よ
る
ブ
ド
ウ
園
が
で
き
、

③ 

パ
ス
会
社
や
出
版
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
い
る
も
の
が
多
い
。

179 

観
光
客
は
毎
年
早
く
来
る
よ
う
に
な
り
、

④ 

七
月
に
は
ジ
ベ
処
理
の
種
な
し
ブ
ド
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ウ
に
人
気
が
あ
つ
ま
っ
た
o

上岩崎の観光ブドウ園

道路に面したブドウ棚を高くし

て駐車できるようにしている。

奥のブドゥ畑で自由にブドウ狩

りができる。(1962録)

写真 2

勝沼の観光ブドウ園でのおみや

げ用ブドウの出荷風景(1962撮)

写真 3

⑤ 

勝
沼
駅
が
町
か
ら
離
れ
て
お
り
、

し
か
も
急
行
が
通
過
す
る
た
め
に
鉄
道
利
用
者
は
減
少
し
て
い
る
@
o

以
上
、
勝
沼
は
新
笹
子
ト
ン
ネ
ル
開
通
後
、
甲
府
盆
地
東
部
で
は
市
場
出
荷
、
観
光
ブ
ド
ウ
固
な
ど
国
道
沿
道
の
立
地
条
件
を
い
か
し

て
順
調
に
発
展
し
た
地
域
の
一
つ
で
あ
る
。

。
F晶・，
昌

一
宮
町
の
相
奥
地
区
は
勝
沼
町
祝
と
隣
接
し
て
い
る
た
め
に
ブ
ド
ウ
栽
培
が
多
い
。

一
宮
地
区
で
は
昭
和
五
年
、
末
木
の
加
藤
氏
が
サ



ク
ラ
ン
ボ
の
栽
培
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
東
京
市
場
を
み
て
岡
山
、
静
岡
、
神
奈
川
か
ら
出
荷
さ
れ
る
桃
に
注
目
し
、
静
岡
県
興
津
の
園

十
一
声
試
験
場
で
桃
の
栽
培
知
識
を
得
て
岡
山
白
桃
な
ど
を
導
入
し
、
栽
培
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
@
o

現
在
の
経
営
状
態
を
み
る
と
果
樹

園
八
六
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
桃
四
六

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ブ
ド
ウ
三
八

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
、
水
田
九

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
普
通
畑
三
五
ヘ
ク
タ
l

ル
、
桑
園
二
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
従
来
は
束
郡
の
養
蚕
地
帯
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、

ほ
と
ん
ど
果
樹
に
転
換
し
て
い
る
。
最

近
は
桃
の
忌
地
現
象
な
ど
の
た
め
ブ
ド
ウ
ヘ
転
換
す
る
傾
向
が
あ
る
。
品
種
別
に
み
る
と
桃
は
早
生
種
の
も
の
が
多
い
。
ブ
ド
ウ
は
ネ
オ

マ
ス
が
一
番
多
く
、

出
荷
状
況
を
み
る
と
新
笹
子
ト
ン
、
不
ル
の
開
通
と
国
道
二

O
号
の
整

つ
い
で
甲
州
、
デ
ラ
の
順
に
な
っ
て
い
る
@
。

甲府盆地東部の戦後における果樹園地帯の変貌

備
に
よ
っ
て
約
三
時
間
で
京
浜
市
場
へ
直
結
し
、
御
坂
越
え
で
静
岡
、
中
京
、
関
西
、
九
州
市
場
へ
自
動
車
輸
送
が
行
わ
れ
、
北
海
道
へ

は
貨
車
輸
送
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
o
出
荷
体
制
も
町
内
三
農
協
に
各
部
落
の
三
四
単
位
組
合
が
あ
り
、
共
撰
体
制
も
一
部
で
は
小
規
模

の
組
合
が
ま
と
ま
っ
て
大
型
化
し
て
い
る
。

そ
し
て
作
業
、

費
用
が
か
か
ら
ず
品
質
を
統
一
す
る
た
め
に
サ
ン
プ
ル
販
売
が
可
能
で
あ

る
@
o

白

御

坂

御
坂
町
は
金
川
扇
状
地
上
に
あ
り
、
戦
前
は
養
蚕
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
。
最
近
は
桑
園
か
ら
果
樹
へ
の
転
換
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
@
o

昭
和
三
八
年
に
錦
生
農
協
で
は
営
農
改
善
計
画
を
各
農
家
に
提
出
さ
せ
た
結
果
、
昭
和
三
八
年
現
在
、
四
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
果

樹
を
昭
和
四
一
年
に
は
七

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
o
最
近
は
一
日
四
万
貫
を
目
標
に
共
撰
場
が
設
置
さ
れ
、
組

合
員
一

0
0
0人
で
共
撰
機
三
セ
ッ
ト
一
二
台
を
導
入
し
、
桃
の
共
撰
施
設
で
は
県
下
で
も
大
き
い
方
で
あ
る
。
桃
は
貯
蔵
が
き
か
な
い

の
で
品
種
の
植
付
指
導
を
行
い
、
労
力
配
分
及
び
市
場
と
の
関
係
、
他
産
地
と
の
か
ち
あ
い
を
さ
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
桑

181 

圏
中
心
か
ら
経
営
層
の
変
化
、
国
道
の
整
備
及
び
御
坂
ト
ン
ネ
ル
起
工
に
よ
っ
て
今
後
と
も
果
樹
の
増
加
が
み
こ
ま
れ
て
い
る
@
@
o
ま
た
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下
野
原
地
区
で
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
よ
る
菊
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。
出
荷
先
は
農
協
を
通
し
て
京
浜
地
区
へ
自
動
車
で
輸
送
し
て
い

る
O 

制

石

手口

石
和
の
果
樹
栽
培
は
明
治
四

O
年
笛
吹
川
大
水
害
に
よ
っ
て
砂
疎
化
し
た
笛
吹
川
廃
河
川
を
小
松
氏
が
開
墾
し
、
肥
決
の
土
地
に
し
よ

う
と
一
一
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
買
収
し
て
笛
吹
川
耕
地
整
理
組
合
を
設
置
し
、

八
O
万
円
の
工
費
で
昭
和
四
年
ま
で
耕
地
を
整
理
し
た
。

農
作
物
の
変
遷
を
み
る
と
、
明
治
末
期
よ
り
大
正
初
期
に
か
け
て
桑
園
が
多
か
っ
た
が
、
昭
和
初
期
に
は
ブ
ド
ウ
栽
培
も
盛
ん
に
な
っ

て
き
た
。
現
在
は
ブ
ド
ウ
、
リ
ン
ゴ
、
桃
、
怖
が
多
い
@
o

温
泉
熱
利
用
に
よ
る
ジ
ベ
処
理
の
ブ
ド
ウ
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
が
さ
か

ん
で
あ
る
o

温
泉
熱
を
利
用
し
た
熱
帯
植
物
園
も
あ
り
、
旅
館
が
農
園
を
経
営
し
て
い
る
の
も
一

O
O軒
く
ら
い
あ
る
。
ブ
ド
ウ
酒
工
業

も
さ
か
ん
で
マ
ル
ス
、

モ
ロ
ゾ
フ
な
ど
の
他
県
か
ら
の
企
業
も
入
っ
て
き
て
い
る
が
、
地
元
は
組
合
組
織
の
も
の
が
多
い
。
果
樹
の
出
荷

時
期
は
東
部
扇
状
地
帯
の
産
地
よ
り
七

l
一
O
日
早
く
、
リ
ン
ゴ
も
信
州
産
よ
り
一
五
日
く
ら
い
早
い
の
で
有
利
に
販
売
で
き
る
。

昭
和
三

O
年
一
一
一
月
、
三
一
度
C
の
温
泉
が
一
日
に
三
六

O
O石
、
小
松
農
園
で
わ
き
、
昭
和
三
六
年
に
地
元
パ
ス
会
社
が
保
養
所
設

置
の
た
め
ボ
ー
リ
ン
グ
し
た
結
果
、
温
泉
採
掘
に
成
功
し
、
青
空
温
泉
と
し
て
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た
@
o

昭
和
三
八
年
に
六

O
度
C

の
湯
が
わ
き
、
温
泉
旅
館
も
増
加
し
た
。
県
で
は
泉
源
を
保
護
す
る
た
め
県
営
の
湧
出
口
を
掘
り
、
各
旅
館
、
家
庭
に
分
湯
し
た
っ
石
和

温
泉
の
湧
出
量
は
毎
分
一
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
o

国
道
二

O
号
線
を
は
さ
ん
で
北
側
に
五

O
く
ら
い
の
ホ
テ
ル
が
あ
り
、
桑
園
、
果
樹
園
か

ら
転
換
し
て
い
る
。

石
和
は
東
八
代
郡
の
中
心
地
で
あ
り
、

し
か
も
甲
府
市
の
近
郊
都
市
的
性
格
を
も
備
え
て
い
る
@
o

ま
た
国
道
二

O
号、

一
三
七
号
の

接
点
で
あ
る
た
め
新
笹
子
ト
ン
ネ
ル
開
通
後
は
温
泉
の
開
発
と
共
に
観
光
農
業
が
発
達
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
現
在
工
事
中
の
中
央
道
、



御
坂
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
後
は
甲
府
盆
地
の
中
で
大
き
く
変
貌
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
o

以
上
、
甲
府
盆
地
東
部
の
四
つ
の
果
樹
園
地
帯
の
現
状
を
み
て
き
た
が
、
新
件
一
子
ト
ン
ネ
ル
開
通
と
国
道
二

O
号
線
の
改
良
を
契
機
と

し
て
京
浜
地
区
と
の
時
間
の
短
縮
に
よ
っ
て
果
樹
の
出
荷
方
法
も
農
協
を
中
心
と
す
る
共
撰
、
共
販
体
制
が
確
立
さ
れ
、
大
部
分
は
自
動

車
輸
送
に
転
向
し
た
@
o

ま
た
勝
沼
町
に
は
遊
覧
ブ
ド
ウ
園
が
あ
り
、
国
道
沿
道
で
は
農
家
が
副
業
的
に
庭
先
で
お
み
や
げ
用
の
ブ
ド
ウ

を
販
売
し
て
い
た
が
、

ト
ン
ネ
ル
開
通
後
、
自
由
に
ブ
ド
ウ
狩
り
の
で
き
る
観
光
ブ
ド
ウ
園
が
で
き
、
勝
沼
、
山
梨
、
石
和
、
御
波
の
国

甲府盆地東部の戦後における果樹園地帯の変貌

道
沿
道
で
は
直
売
所
も
多
く
な
り
、
観
光
客
を
多
く
集
め
て
い
る
。

六
、
む

す

ぴ

甲
府
盆
地
東
部
は
戦
後
の
果
樹
ブ

I
ム
の
た
め
桑
園
、
普
通
畑
か
ら
果
樹
園
へ
転
換
さ
れ
た
o
ま
た
戦
後
実
施
さ
れ
た
農
地
改
革
に
よ

っ
て
小
作
農
は
主
体
性
の
な
い
経
営
か
ら
積
極
的
に
経
営
す
る
よ
う
に
な
り
、
商
業
農
業
の
発
展
を
う
な
が
し
た
@
o

昭
和
三
三
年
末
の
新
笹
子
ト
ン
ネ
ル
開
通
、
国
道
二

O
号
線
の
整
備
な
ど
の
突
通
条
件
の
発
達
に
よ
っ
て
輸
送
上
、
問
題
の
あ
っ
た
ブ

ド
ゥ
、
桃
や
貯
蔵
の
困
難
な
読
菜
、
花
井
も
大
消
費
地
と
直
結
す
る
よ
う
に
な
り
@
、
京
浜
を
中
心
と
す
る
近
郊
農
業
地
帯
の

一
部
に
な

り
、
京
浜
市
場
の
需
要
や
市
況
の
変
化
の
他
に
ま
ゆ
価
の
不
安
定
、
経
営
層
の
若
返
り
も
影
響
し
て
い
る
。
ま
た
経
営
耕
地
が
平
均
五

O

ア
ー
ル
と
小
規
模
で
あ
る
の
で
、
小
面
積
で
多
く
の
収
益
を
あ
げ
る
た
め
に
果
樹
の
導
入
が
活
発
に
な
り
、
農
業
経
営
も
改
善
さ
れ
て
き

て
い
る
@
o

道
路
の
発
達
が
大
消
費
地
と
結
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
果
樹
の
出
荷
は
大
部
分
が
自
動
車
輸
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

183 

@ 
O 

観
光
ブ
ド
ウ
園
が
出
現
し
た
の
は
大
き
な
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

」
れ
は
県
内
の
資
本
と
労
働
力
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
点
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司王、 は
他
と
は
違
っ
た
点
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
ト
ン
ネ
ル
開
通
と
道
路
整
備
に
よ
っ
て
京
浜
市
場
と
の
時
聞
が
短
縮
さ
れ
、

国
道
二

O

一
三
七
号
沿
道
は
果
樹
栽
培
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
国
道
よ
り
離
れ
た
地
域
で
は
道
路
が
整
備
さ
れ
ず
、
輸
送
面
か
ら

考
え
て
桑
園
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
甲
府
盆
地
東
部
の
戦
後
に
お
け
る
土
地
利
用
を
変
貌
さ
せ
た
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

本
研
究
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
終
始
御
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
寵
瀬
良
明
先
生
、
斎
藤
光
格
先
生
、
現
地
で
御
協
力
い
た
だ
い
た
山
梨
県
農
政
課
石

田
真
氏
、
特
産
課
有
馬
俊
彦
氏
、
山
梨
園
芸
高
校
広
瀬
公
識
先
生
、
関
係
市
町
村
役
場
、
農
協
の
方
々
、
論
文
構
成
に
つ
い
て
御
協
力
い
た
だ
い
た

日
本
大
学
桜
丘
高
校
真
田
道
彦
氏
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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